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○

令和３年度 予算事業説明シート

事務事業名
文化行政推進事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-001

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

文化芸術基本法、明石文化芸術創生条例事業 文化行政推進事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民が文化芸術を鑑賞し、参加、創造活動に取り組むなど、文化芸術活動が盛んになるための基盤をつくる。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

＜令和元年度＞
　文化行政に関する一般管理事務を行った。

＜令和２年度＞
　文化行政に関する一般管理事務を行った。

＜令和３年度＞
　文化行政に関する一般管理事務を行う。
　文化芸術創生基本計画の改定を実施。

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

○

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和２年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

0 12,162 正規 0.15 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0001決算 1,310 10,852 12,162 0 0

0 5,638 再任用 0.00 その他 0.0002当初予算 3,343 2,295 5,638 0 0

0 3,280 任期付 0.40 合計 0.5503当初予算 985 2,295 3,280 0 0

内容 金額

報償費
指導謝礼

497 報償費
指導謝礼

409令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

旅費
近接地旅費

100 旅費

使用料及び賃
借料

コピー使用料等
317

使用料及び賃
借料

コピー使用料等
247

近接地旅費
70

需用費
事務用品、コピー用紙等

433 需用費
事務用品、コピー用紙等

259

役務費
通信運搬費

1,996

合計（Ａ） 3,343 合計（Ｂ） 985

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -2,358

主な
理由

課室移転による役務費の減やその他経費の見直しによる。
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〇

○

令和３年度 予算事業説明シート

事務事業名
文化芸術振興事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-002

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

文化芸術基本法、明石文化芸術創生条例事業 文化芸術振興事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民が文化芸術を鑑賞し、参加し、創造活動に取り組む機会を創出するなど市民の文化芸術活動を支援することにより、本
市の文化芸術活動の一層の振興を図る。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

事
業
内
容

活動名
活動内容

（○○するために、□□に対し、△△する）

活動実績 活動見込み

明石文化国際創生財団
への支援

文化芸術・ 国際交流・多文化共生に関する事業を実施する明
石文化国際創生財団を支援する。

新たに国際交
流等に取り組
む

オンラインでの
発信などを強化

コロナ時代に即
した活動を支援

明石薪能への支援 伝統芸能を継承するとともに、伝統芸能である薪能を鑑賞す
る機会を提供するため、明石薪能の開催を支援する。

100周年にあわ
せ、2回開催

明石薪能の会
が中止を決定

秋ごろに開催
（未定）

明石フィルハーモニー
管弦楽団への支援

音楽文化のすそ野の拡大と質の向上を図るため、市民力を活
用した明石フィルハーモニー管弦楽団を支援する。

定期演奏会な
どを実施

定期演奏会な
どを実施

定期演奏会な
どを実施

01年度 02年度 03年度

文芸祭の開催 文学作品（俳句、川柳、短歌、詩、随筆、小説、児童文学の7
部門）を募集し、優秀作品を賞する。

一般の部・ジュ
ニアの部を実施

実施を見合わ
せ

一般の部・ジュ
ニアの部を実施

芸術祭の開催 吹奏楽、合唱、邦舞・邦楽、茶道、いけばな、ダンス、美術など
多様なジャンルの芸術の発表および鑑賞の場の提供する。

合同芸術祭等
を実施

実施を見合わ
せ

合同芸術祭等
を実施

SDGs（１７の目標）　
① ② ③ ④ ⑤ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳

○

令和２年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

01決算 97,745 8,424 106,169 0 0.000 3,953 102,216 正規 0.15 ｱﾙﾊﾞｲﾄ

0.00 その他 0.00

03当初予算 82,600 1,755 84,355 0 0 0 84,355 任期付 0.20 合計 0.35

02当初予算 76,430 1,755 78,185 0 0 0 78,185 再任用

明石文化国際創生財団への補
助等 73,300

区分（節） 内容 金額

委託料
明石市芸術祭等開催委託等

8,830 委託料
明石市芸術祭等開催委託等

9,300

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

負担金補助及
び交付金

明石文化国際創生財団への補
助等 67,600

負担金補助及
び交付金

合計（Ａ） 76,430 合計（Ｂ） 82,600

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 6,170

主な
理由

文化芸術イベントにかかるコロナ対策費の増などによる。

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細
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○

合計（Ａ） 80 合計（Ｂ） 60

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -20

主な
理由

通訳料、翻訳料の削減。

文書翻訳料等
40

内容 金額

報償費
通訳謝礼

30 報償費
通訳謝礼

20令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

役務費
文書翻訳料等

50 役務費

0 2,950 任期付 0.00 合計 0.5003当初予算 60 2,890 2,950 0 0

0 2,970 再任用 0.00 その他 0.2002当初予算 80 2,890 2,970 0 0

0 2,240 正規 0.30 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0001決算 26 2,214 2,240 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和２年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

○ ○

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥
SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

＜令和元年度＞
　　・市制施行100周年記念式典において、バレホ市長からの祝賀メッセージを披露した。また、必要に応じ随時連絡調整を行った。

＜令和２年度＞
　　・新型コロナウイルス感染症の状況についての情報交換など、必要に応じ随時連絡調整を行った。

＜令和３年度＞
　　・新型コロナウイルス感染症の状況についての情報交換など、必要に応じ随時連絡調整を行う。

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民、アメリカ合衆国バレホ市民 市民同士の継続的な交流事業や相互訪問などを通じて相互理解と友好、親善を深めるた
め、バレホ市と必要な連絡調整を行う。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

姉妹都市提携事業 姉妹都市交流事業

施策分野
4 生活・環境分野

4-6 都市間交流・国際交流の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

令和３年度 予算事業説明シート

事務事業名
姉妹都市交流推進事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-003

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607
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○

合計（Ａ） 8,865 合計（Ｂ） 288

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -8,577

主な
理由

新型コロナウイルス感染症の影響で明石市－無錫市間の往来が見込めないこ
とにより、両市の往来に係る経費を削減したため。

消耗品等
100

需用費
消耗品等

620 役務費
筆耕翻訳料等

78

その他
ホテル使用料、役務費(電信電
話料・筆耕翻訳料)等 603

負担金補助及
び交付金

補助金
1,250

内容 金額

報償費
通訳謝礼

700 報償費
通訳謝礼

110令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

旅費
訪中旅費

3,192 需用費

委託料
受入・派遣事業等委託

2,500

0 6,703 任期付 0.00 合計 1.1503当初予算 288 6,415 6,703 0 0

0 15,280 再任用 0.00 その他 0.5002当初予算 8,865 6,415 15,280 0 0

0 14,824 正規 0.65 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0001決算 1,540 13,284 14,824 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和２年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

○ ○

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥
SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

＜令和元年度＞
　　・無錫市教育交流団　　　　　　　　　　　　　　　　　人数:5人    期間：2019年4月24日～25日（2日間）
　　・無錫市学校教育視察団（相模原研修生）　　　 人数:4人    期間：2019年7月10日（1日間）
　  ・無錫市江南大学生視察団                         人数:49人   期間：2019年7月12日（1日間）
　　・無錫市代表祝賀団　　　　　　　　　　　　　　　　　人数:4人　  期間：2019年10月31日～11月1日（2日間）
　　・無錫市青少年サッカー交流団　　　　　　　　　　 人数:21人  期間：2019年12月12日～16日（5日間）
　　・無錫市へ新型コロナウイルス感染症対策支援物資を寄贈（サージカルマスク1万枚、防護服200着）【1月】
　
＜令和２年度＞
　　・無錫市から新型コロナウイルス感染症対策支援物資を受贈（サージカルマスク2万枚、防護服500着）【5月】

＜令和３年度＞
　　・新型コロナウイルス感染症の状況についての情報交換など、必要に応じ随時連絡調整を行う。

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民、中国無錫市民 友好都市無錫市との継続的な市民間交流や両市公式団による相互訪問などを通じて両市の相互理解
と友好、親善を深める。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

友好都市提携事業 友好都市交流事業

施策分野
4 生活・環境分野

4-6 都市間交流・国際交流の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

令和３年度 予算事業説明シート

事務事業名
友好都市交流推進事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-004

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607
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○

合計（Ａ） 310 合計（Ｂ） 209

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -101

主な
理由

新型コロナウイルス感染症の影響で出張機会が減少することなどによる諸経
費の減。

出張旅費
50

需用費
消耗品費等

90 需用費
消耗品費等

90

その他
文書翻訳料等

60 その他
文書翻訳料等

31

内容 金額

報償費
通訳謝礼

30 報償費
通訳謝礼

20令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

旅費
出張旅費

100 旅費

負担金補助及
び交付金

研修会参加負担金
30

負担金補助及
び交付金

研修会参加負担金
18

0 3,504 任期付 0.00 合計 0.5503当初予算 209 3,295 3,504 0 0

0 3,605 再任用 0.00 その他 0.2002当初予算 310 3,295 3,605 0 0

0 4,553 正規 0.35 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0001決算 125 4,428 4,553 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和２年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

○ ○

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥
SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

＜令和元年度＞
　国際交流に関する一般事務を行った。

＜令和２年度＞
　国際交流に関する一般事務を行った。

＜令和３年度＞
　国際交流に関する一般事務を行う。

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
国際交流行政に関する事務を円滑に行う

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

事業 国際交流事業

施策分野
4 生活・環境分野

4-6 都市間交流・国際交流の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

令和３年度 予算事業説明シート

事務事業名
国際交流推進事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-005

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607
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○

○

令和３年度 予算事業説明シート

事務事業名
文化博物館運営事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-007

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化博物館費
根拠法令
・要綱等

明石市立文化博物館条例・明石市立文化博物
館条例施行規則

事業 文化博物館運営事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
明石の歴史や民俗等に対する市民の理解を深めるために当該資料の収集・保管、調査・研究、展示等を進めるとともに、質
の高い文化・芸術の提供と鑑賞機会の拡充を図り、さらに発表の場を積極的に提供する施設として、明石市立文化博物館の
円滑な運営及び管理を行う。
成果指標

指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

展覧会観覧者数
質の高い文化・芸術の提供と鑑賞機会の拡充を図る指標として設定
する。

令和3年度 人 57,000

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

事業の目的のために、展覧会、貸館業務、施設維持管理業務、その他の業務を行う。
①展覧会の実施
　　令和元年度　特別展３回、特別企画展１回、企画展３回　観覧者数80,235人
　　令和２年度　特別展３回、企画展４回　観覧者数29,299人（12月末現在）
　　令和３年度　特別展２回、企画展５回　観覧者数57,000人
②指定管理者による貸館事業
　　令和元年度  ギャラリー（20件、稼動率92.5％、利用者数24,051人）、会議室（28件、稼動率67.9％、利用者数7,906人）
　　令和２年度  ギャラリー（  6件、稼動率60.8％、利用者数 2,498人）、会議室（11件、稼動率60.2％、利用者数  276人）（12月末現在）
③指定管理者による施設維持管理業務の実施
　　令和元年度　修繕34件　　令和２年度　修繕26件（12月末現在）
④博物館資料の整備
　　資料購入数　　　　　　　　令和元年度 　4件　　令和２年度　1件（12月末現在）
　　寄贈資料の受け入れ　　令和元年度　12件　　令和２年度　2件（12月末現在）
⑤学校観覧（小・中・特別支援学校）の対応
　　令和元年度　38校　　令和２年度　8校（12月末現在）
⑥ボランティア育成事業
　　令和元年度　　登録人数87人、活動延べ人数655人
　　令和２年度　　登録人数77人、活動延べ人数  19人（12月末現在）

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和２年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

1,107 167,421 正規 2.55 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0001決算 142,495 26,966 169,461 933 0

1,169 169,179 再任用 0.00 その他 0.0002当初予算 141,593 28,755 170,348 0 0

1,016 156,829 任期付 3.00 合計 5.5503当初予算 129,090 28,755 157,845 0 0

内容 金額

旅費
博物館学芸員等調査・研修等旅
費 196 報償費

指定管理者選定委員会報償費
340令

和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

需用費
事務用品等

272 需用費

委託料
指定管理料

140,269 委託料
指定管理料

128,000

事務用品等
232

役務費
電話料金等

290 役務費
電話料金等

186

その他
備品購入費、研修参加負担金等

370 その他
旅費、備品購入費、研修参加負
担金等 195

使用料及び賃
借料

コピー使用料
196

使用料及び賃
借料

コピー使用料等
137

合計（Ａ） 141,593 合計（Ｂ） 129,090

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -12,503

主な
理由

指定管理料の減による
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○

○

令和３年度 予算事業説明シート

事務事業名
文化博物館施設整備事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-008

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 078-918-5607

総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化博物館費
根拠法令
・要綱等

明石市立文化博物館条例・明石市立文化博物
館条例施行規則

事業 文化博物館施設整備事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
文化博物館利用者の安全を守り、かつ展示資料、収蔵資料を保護するため、適切に施設整備を行う。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

令和２年度
・ロビー南照明器具更新
・大会議室照明器具更新

令和３年度
・屋上防水改修

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和２年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

0 1,230 正規 0.65 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0001決算 13,777 1,053 14,830 0 13,600

0 5,265 再任用 0.00 その他 0.0002当初予算 8,000 5,265 13,265 0 8,000

0 5,265 任期付 0.00 合計 0.6503当初予算 14,000 5,265 19,265 0 14,000

内容 金額

需用費
照明器具更新

8,000 需用費
屋上防水改修

14,000令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

合計（Ａ） 8,000 合計（Ｂ） 14,000

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 6,000

主な
理由

施設改修の内容によるもの
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○

○

合計（Ａ） 177,642 合計（Ｂ） 174,775

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -2,867

主な
理由

委託料の減による。

内容 金額

委託料
指定管理料等

177,642 委託料
指定管理料等

174,775令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

1,732 175,608 任期付 0.20 合計 0.4503当初予算 174,775 2,565 177,340 0 0

1,816 178,391 再任用 0.00 その他 0.0002当初予算 177,642 2,565 180,207 0 0

1,805 174,420 正規 0.25 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0001決算 173,559 2,666 176,225 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和２年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

○

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

市民会館、西部市民会館、中崎公会堂、市民ホールについて、指定管理者制度により管理運営を行う。

＜令和元年度＞
　◆貸館稼働率
　　　57.2％
　　（内訳）　・市民会館　大ホール：53.7%、中ホール：46.6%、会議室：50.2%　　・西部市民会館　ホール：33.4%、練習室：64.5%
　　　　　　　　・中崎公会堂　66.0%　　・市民ホール　63.4%
　◆公演等の実施
　　　　59公演199ステージ　観覧者数　45,162人

＜令和２年度＞
　◆貸館稼働率（2020年12月末時点）
　　　35.6%
　　（内訳）　・市民会館　大ホール：16.7%、中ホール：19.2%、会議室：31.2%　　・西部市民会館　ホール：17.6%、練習室：47.6%
　　　　　　　　・中崎公会堂　56.8%　　・市民ホール　51.9%
　◆公演等の実施（2020年12月末時点）
　　　　14公演33ステージ　観覧者数　9,839人

＜令和３年度＞
　引き続き、指定管理者制度により管理運営を行う。

年間使用区分数／年間使用可能区分数 令和３年度 ％ 50

主催・共催事業の入場
者数

市民ニーズに沿った多彩で質の高い文化・芸術の鑑賞機会の拡充を
図る指標として設定する。

令和３年度 人 20000

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民の福祉の増進を図り、文化の向上に寄与するため、市民ニーズに沿った古典から現代に至る多彩で質の高い文化・芸
術の鑑賞及び発表の場を積極的に提供する施設として、円滑な運営及び管理を行う。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

貸館の稼働率

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 市民会館費
根拠法令
・要綱等

明石市立市民会館条例・同条例施行規則・明石市立
西部市民会館条例・同条例施行規則・明石市立公会
堂条例・同条例施行規則・明石市立市民ホール条例・
同条例施行規則

事業 市民会館運営事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

令和３年度 予算事業説明シート

事務事業名
市民会館運営事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-009

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607



46

〇

合計（Ａ） 81,200 合計（Ｂ） 60,000

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -21,200

主な
理由

工事請負費の減による。

内容 金額

需用費
市民会館修繕

58,000 需用費
市民会館修繕

60,000令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

工事請負費
受変電設備の更新

23,200

0 2,295 任期付 0.10 合計 0.3503当初予算 60,000 2,295 62,295 0 60,000

0 2,295 再任用 0.00 その他 0.0002当初予算 81,200 2,295 83,495 0 81,200

0 1,537 正規 0.25 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0001決算 49,184 1,053 50,237 0 48,700

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和２年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

○

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

＜令和元年度＞
　　・市民会館屋上（大ホール舞台）改修工事（繰越分）
　　・市民会館大ホール舞台機構大迫ラインシャフト等取り換え工事
　　・会議室パーテーション取り替え工事
　
＜令和２年度＞
　　・市民会館屋上防水修繕（大・中ホール客席、会議室）
　　・市民会館外壁修繕（南北面）
　　・市民会館トイレ洋式化
　　・市民会館直流電源装置改修
　　・市民会館防災監視盤更新
　　・受変電設備更新工事　　など

＜令和３年度＞
　　・市民会館ホール吊物修繕
　　・市民会館会議室棟改修
　　・市民会館エレベーター改修

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民会館等の施設利用者が安全に利用できるよう、適切に施設整備を行う。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 市民会館費
根拠法令
・要綱等

明石市立市民会館条例・同条例施行規則・明石市立
西部市民会館条例・同条例施行規則・明石市立公会
堂条例・同条例施行規則・明石市立市民ホール条例・
同条例施行規則

事業 市民会館施設整備事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

令和３年度 予算事業説明シート

事務事業名
市民会館施設整備事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-010

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607
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○

合計（Ａ） 4,238 合計（Ｂ） 2,252

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -1,986

主な
理由

光熱水費や委託料の減による。

電信電話料
96

委託料
施設設備維持管理

1,500 委託料
施設設備維持管理

1,000

負担金補助及
び交付金

汚水槽負担金
256

内容 金額

需用費
修繕料、光熱水費

2,150 需用費
光熱水費

900令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

役務費
電信電話料

132 役務費

使用料及び賃
借料

フェンスバリケード賃借
200

負担金補助及
び交付金

汚水槽負担金
256

0 3,737 任期付 0.10 合計 0.2503当初予算 2,252 1,485 3,737 0 0

0 5,723 再任用 0.00 その他 0.0002当初予算 4,238 1,485 5,723 0 0

1,228 37,382 正規 0.15 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0001決算 26,714 11,896 38,610 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和２年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

○

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

＜令和元年度＞
　　貸館業務及び施設維持管理業務を行った。

＜令和２年度＞
　　最低限の施設維持管理を行った。

＜令和３年度＞
　　最低限の施設維持管理を行う。

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
旧・生涯学習センター分室の建物及び設備について、最低限の維持管理をしようとするもの。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 生涯学習ビジョン 委託 指定管理

目 生涯学習費
根拠法令
・要綱等

事業 生涯学習センター運営事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-5 生涯学習の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

令和３年度 予算事業説明シート

事務事業名
分室運営事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-011

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5600



○ ○

○

令和３年度 予算事業説明シート

事務事業名
文化財保護調査・啓発事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-012

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5629

教育費 連絡先

項 社会教育費 自治/法定 自治＋法定 開始年度 不明

直営 補助・助成 その他

個別計画 あかし教育プラン 委託 指定管理

目 社会教育総務費
根拠法令
・要綱等

文化財保護法・明石市文化財保護条例・明石市
文化財保護条例施行規則・明石市文化財審議
会規則

事業 文化財保護調査・啓発事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市内の文化財を保護するとともに、文化財啓発事業を推進することにより、市民の文化財に対する理解を深める。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

企画展「発掘された明石の
歴史展」の入館者数

　市内で出土した埋蔵文化財の公開に訪れた来館者の数により市民
の文化財に対する関心度を図る指標とする。

令和３年度 人 2,000

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

＜令和元年度＞
１　文化財保護審議会の開催（年３回）
２　文化財保存活用地域計画の作成（2019～2021）、文化財保存活用協議会の開催（年３回）
３　埋蔵文化財包蔵地除草の実施（５ｹ所各３回）
４　県・市指定等文化財保護に対する補助（７件）
５　「発掘された明石の至宝展」の開催（観覧者数3,404人）、明石藩関連資料の調査、横河家資料の調査
６　出前講座の実施
７　明石市指定有形文化財への指定（２件）
＜令和２年度＞
１　文化財保護審議会の開催（年３回）
２　文化財保存活用地域計画の作成（2019～2021）、文化財保存活用協議会の開催（年２回）
３　埋蔵文化財包蔵地除草の実施（５ｹ所各３回）
４　県・市指定等文化財保護に対する補助（３件）
５　「発掘された明石の歴史展」の開催（観覧者数1,432人）、明石藩関連資料の調査、横河家資料の調査
６　明石市指定有形文化財への指定（１件）
＜令和３年度＞
１　文化財保護審議会の開催（年３回）
２　文化財保存活用地域計画の作成（2019～2021）、文化財保存活用協議会の開催（年３回）
３　埋蔵文化財包蔵地除草の実施（５ｹ所各３回）
４　県・市指定等文化財保護に対する補助（５件）
５　「発掘された明石の歴史展」の開催、明石藩関連資料の調査、横河家資料の調査

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和２年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

719 17,267 正規 0.45 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0001決算 14,325 7,740 22,065 4,079 0

818 12,814 再任用 0.00 その他 0.3002当初予算 17,997 4,635 22,632 9,000 0

819 12,033 任期付 0.00 合計 0.7503当初予算 12,817 4,635 17,452 4,600 0

内容 金額

報酬
文化財保護審議会委員報酬

150 報酬
文化財保護審議会委員報酬

150令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

旅費
市内文化財調査に伴う学識経験
者招聘旅費等 165 旅費

役務費
電話回線使用料等

339 役務費
電話回線使用料等

398

市内文化財調査に伴う学識経験
者招聘旅費等 111

需用費
文化財保護調査用フィルム現
像、市内文化財標柱修繕等 1,060 需用費

文化財保護調査用フィルム現
像、市内文化財標柱修繕等 2,404

その他
市指定文化財補助金等

2,662 その他
市指定文化財補助金等

696

委託料
地域計画作成、「発掘された明
石の歴史展」事業等 13,621 委託料

地域計画作成、「発掘された明
石の歴史展」事業等 9,058

合計（Ａ） 17,997 合計（Ｂ） 12,817

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -5,180

主な
理由

地域計画素案作成委託料の減のため



○

○

令和３年度 予算事業説明シート

事務事業名
埋蔵文化財発掘調査事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-013

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5629

教育費 連絡先

項 社会教育費 自治/法定 自治事務 開始年度 不明

直営 補助・助成 その他

個別計画 あかし教育プラン 委託 指定管理

目 社会教育総務費
根拠法令
・要綱等

文化財保護法・明石市文化財保護条例事業 埋蔵文化財発掘調査事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
周知の埋蔵文化財包蔵地内における個人住宅等を建築する際に発掘調査を行い、埋蔵文化財の記録保存化を図る。開発
事業に先立ち、遺跡の存否あるいは範囲の確認のための試掘・確認調査を行うことにより、適切な埋蔵文化財の保護措置を
とり、円滑な開発事業の推進を図る。
成果指標

指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

<令和元年度>
　明石城武家屋敷跡、魚住古窯跡群等市内一円の埋蔵文化財包蔵地内における個人住宅建設に伴う発掘調査及び市内における遺跡の範囲確認調査を
実施する。10件の発掘調査を行った。

<令和２年度>
　明石城武家屋敷跡、魚住古窯跡群等市内一円の埋蔵文化財包蔵地内における個人住宅建設に伴う発掘調査及び市内における遺跡の範囲確認調査を
実施する。10件の発掘調査が行われる予定である。

<令和３年度>
　明石城武家屋敷跡、魚住古窯跡群等市内一円の埋蔵文化財包蔵地内における個人住宅建設に伴う発掘調査及び市内における遺跡の範囲確認調査を
実施する。6件の発掘調査が行われる予定である。

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和２年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

0 10,043 正規 0.65 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0001決算 10,883 6,660 17,543 7,500 0

0 7,555 再任用 0.00 その他 0.3002当初予算 6,280 6,525 12,805 5,250 0

0 7,295 任期付 0.10 合計 1.0503当初予算 6,020 6,525 12,545 5,250 0

内容 金額

報償費
出土資料鑑定謝礼

120 報償費
出土資料鑑定謝礼

60令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

旅費
出土資料鑑定に伴う旅費

10 旅費

委託料
発掘作業委託

5,300 委託料
発掘作業委託

5,300

出土資料鑑定に伴う旅費
10

需用費
発掘調査に伴う消耗品費

850 需用費
発掘調査に伴う消耗品費

650

合計（Ａ） 6,280 合計（Ｂ） 6,020

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -260

主な
理由

発掘調査に伴う消耗品費の減のため



○ ○

○

令和３年度 予算事業説明シート

事務事業名
埋蔵文化財発掘調査事業（受託分）

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-014

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5629

教育費 連絡先

項 社会教育費 自治/法定 自治事務 開始年度 不明

直営 補助・助成 その他

個別計画 あかし教育プラン 委託 指定管理

目 社会教育総務費
根拠法令
・要綱等

文化財保護法・明石市文化財保護条例事業 埋蔵文化財発掘調査事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
周知の埋蔵文化財包蔵地内の開発に先立ち、事前に発掘調査を行うことにより、資料の適切な保存を図り、地域の歴史・文
化の向上に役立てる。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

<令和元年度>
　明石城武家屋敷跡、魚住古窯跡群等埋蔵文化財包蔵地内における民間の宅地開発事業等に伴う記録保存のための発掘調査について、事前に開発事
業者と調査費用・調査期間を定めた協定を締結し、発掘調査業務を開発事業者より受託し、調査作業を民間の発掘調査専門業者に委託し、16件の発掘調
査を実施した。

<令和２年度>
　明石城武家屋敷跡、魚住古窯跡群等埋蔵文化財包蔵地内における民間の宅地開発事業等に伴う記録保存のための発掘調査について、事前に開発事
業者と調査費用・調査期間を定めた協定を締結し、発掘調査業務を開発事業者より受託し、調査作業を民間の発掘調査専門業者に委託し、10件の発掘調
査を実施する予定である。

<令和３年度>
　明石城武家屋敷跡、魚住古窯跡群等埋蔵文化財包蔵地内における民間の宅地開発事業等に伴う記録保存のための発掘調査について、事前に開発事
業者と調査費用・調査期間を定めた協定を締結し、発掘調査業務を開発事業者より受託し、調査作業を民間の発掘調査専門業者に委託し、10件の発掘調
査を実施する予定である。

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和２年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

6,737 11,983 正規 1.25 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0001決算 0 18,720 18,720 0 0

63,225 17,450 再任用 0.00 その他 2.4002当初予算 60,200 20,475 80,675 0 0

63,225 17,290 任期付 0.90 合計 4.5503当初予算 60,040 20,475 80,515 0 0

内容 金額

需用費
発掘調査に伴う消耗品費及び記
録写真現像料等 200 需用費

発掘調査に伴う消耗品費及び記
録写真現像料等 40令

和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

委託料
埋蔵文化財発掘業務委託

60,000 委託料
埋蔵文化財発掘業務委託

60,000

合計（Ａ） 60,200 合計（Ｂ） 60,040

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -160

主な
理由

発掘調査に伴う消耗品費等の減のため



○

○

令和３年度 予算事業説明シート

事務事業名
埋蔵文化財出土資料整理事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-015

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5629

教育費 連絡先

項 社会教育費 自治/法定 自治事務 開始年度 不明

直営 補助・助成 その他

個別計画 あかし教育プラン 委託 指定管理

目 社会教育総務費
根拠法令
・要綱等

文化財保護法・明石市文化財保護条例事業 埋蔵文化財出土資料整理事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市内の埋蔵文化財発掘調査によって出土した資料の整理を行い、資料の長期保存と、調査結果を公開することにより、市民
に成果を還元し、郷土の歴史・文化財への理解を深め、次世代へ継承していくよう保護意識の啓発を目的とする。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

<令和元年度>
１　整理作業及び年報の発行等
　　市内で行われた埋蔵文化財発掘調査現場から出土した遺物を整理し、年報等調査報告書を発行した。
２　保存処理業務
　出土資料のうち、木器、金属器等劣化しやすい資料の保存処理業務を専門事業者に委託し、資料の適切な保存に努めた。

<令和２年度>
１　整理作業及び年報の発行等
　　市内で行われた埋蔵文化財発掘調査現場から出土した遺物を整理し、年報を発行する。
２　保存処理業務
　　出土資料のうち、木器、金属器等劣化しやすい資料の保存処理業務を専門事業者に委託し、資料の適切な保存に努める。
３　文化財収蔵庫の設置
　　令和３年度にかけて魚住清掃工場跡地に文化財収蔵庫（展示室含む）を設置する。

<令和３年度>
１　整理作業及び年報の発行等
　　市内で行われた埋蔵文化財発掘調査現場から出土した遺物を整理し、年報を発行する。
２　保存処理業務
　　出土資料のうち、木器、金属器等劣化しやすい資料の保存処理業務を専門事業者に委託し、資料の適切な保存に努める。
３　文化財収蔵庫の設置
　　魚住清掃工場跡地に文化財収蔵庫（展示室含む）を設置し、分散保管している遺物を収蔵するとともに展示室オープンの準備を行う。

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

○

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和２年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

0 20,649 正規 0.55 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0001決算 3,909 16,740 20,649 0 0

0 22,650 再任用 0.00 その他 0.0002当初予算 24,895 17,955 42,850 0 20,200

0 22,932 任期付 5.00 合計 5.5503当初予算 190,077 17,955 208,032 0 185,100

内容 金額

報償費
出土資料鑑定謝礼

45 報償費
出土資料鑑定謝礼

23令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

需用費
出土資料整理用消耗品、調査年
報作成等 600 需用費

旅費
資料調査旅費

50 備品購入費
文化財収蔵庫展示ケース等

5,000

出土資料整理用消耗品、調査年
報作成等 550

委託料
文化財収蔵庫設置実施設計、埋
蔵文化財出土資料保存処理 21,000 委託料

埋蔵文化財出土資料保存処理
1,000

工事請負費
文化財収蔵庫設置工事

200 その他
文化財運送費等

3,504

役務費
文化財運送費

3,000 工事請負費
文化財収蔵庫設置工事

180,000

合計（Ａ） 24,895 合計（Ｂ） 190,077

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 165,182

主な
理由

文化財収蔵庫設置工事費増のため



25

○

○

令和３年度 予算事業説明シート

事務事業名
市史編さん事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-016

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5629

教育費 連絡先

項 社会教育費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

直営 補助・助成 その他

個別計画 あかし教育プラン 委託 指定管理

目 社会教育総務費
根拠法令
・要綱等

文化芸術基本法事業 市史編さん事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
昭和35年刊行の市史は、相当の年月が経過し、その後の総合的な歴史研究の進展に加え、市史を塗り替える新たな資料も
多く発見され、不十分なものとなっている。そこで、新たな市史を編さん・刊行し、さまざまな場で活用されることで、歴史が息
づく明石のまちに誇りと愛着をもってもらうとともに、地域の新たな歴史についても記録、保存し、後世に伝えるものである。
成果指標

指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

<令和元年度>
①専門委員会に委託し、各部門における資料の収集、調査、研究を行った。
②地域に残る歴史資料の掘り起こしを行った。
　・明石藩関連資料、庁内行政文書や大久保安藤家、卜部家、二見大西家等旧家に残る資料の調査を行った。
③既存歴史資料の洗い出しを行い、調査の過程で明らかになった事業成果を適宜広報活動・啓発活動に努めつつ市民に還元した。
　・出前講座、市立文化博物館やふるさと図書館での展示等により事業成果を公表した。
　・これまでの事業成果をまとめた市史編さん紀要を発行した。
　・市制100周年記念事業として、市史編さんシンポジウムを開催した。
<令和２年度>
①専門委員会に委託し、各部門における資料の収集、調査、研究を行う。
②地域に残る歴史資料の掘り起こしを行う。
　・明石藩関連資料、庁内行政文書や大久保安藤家、卜部家等旧家に残る資料の調査を行う。
③既存歴史資料の洗い出しを行い、調査の過程で明らかになった事業成果を、適宜広報活動・啓発活動に努めつつ市民に還元する。
　・市史執筆に着手する。
　・これまでの事業成果をまとめた市史編さん紀要を発行する。
<令和３年度>
①専門委員会に委託し、各部門における資料の収集、調査、研究を行う。
②地域に残る歴史資料の掘り起こしを行う。
　・明石藩関連資料、庁内行政文書や大久保安藤家、卜部家等旧家に残る資料の調査を行う。
③既存歴史資料の洗い出しを行い、調査の過程で明らかになった事業成果を、適宜広報活動・啓発活動に努めつつ、市民に還元する。
　・市史第１巻の刊行に向け、執筆・編集作業を進める。
　・出前講座、市立文化博物館での展示等により事業成果を公表する。
　・これまでの事業成果をまとめた市史編さん紀要を発行する。

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和２年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

0 21,178 正規 0.45 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0001決算 7,038 14,140 21,178 0 0

500 24,859 再任用 0.00 その他 1.0002当初予算 8,814 16,545 25,359 0 0

500 29,309 任期付 4.00 合計 5.4503当初予算 13,264 16,545 29,809 0 0

内容 金額

報償費
市史編さん実行委員会委員に対
する謝礼 200 需用費

コピー用紙代等
30令

和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

旅費
専門委員会議出席旅費

160 役務費

役務費
電話回線等使用料

153
使用料及び賃
借料

コピー機使用料
42

電話回線等使用料
132

需用費
コピー用紙代等

50 委託料
調査研究委託料

13,060

使用料及び賃
借料

コピー機使用料
51

委託料
調査研究委託料

8,200

合計（Ａ） 8,814 合計（Ｂ） 13,264

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 4,450

主な
理由

市史執筆に向けた調査研究委託料の増のため



○ ○

４　明石市スポーツ振興
基金の積立

本市のスポーツ施策を推進していくうえで、今後必要となる支
出に備えるための基金を積み立てる。（H24年度から）

積立額10,007
千円

積立額10,050
千円

積立金利息額
50千円

ビーチバレーボール大会歓迎事業
大蔵海岸のにぎわいづくりに資するため、大規模大会の開催
を誘致し、継続開催してもらうよう主催団体に対し、補助金を
交付する。

補助金450千円
出場選手379名

補助金450千円
出場選手196名

補助金750千円

３　（仮称）明石市ス
ポーツ推進指針策定事
業

明石市スポーツ振興計画を総括するための基礎調査を行い、
明石市におけるスポーツ推進の指針を策定する。
（委託料予算計上は令和2年度限り）

市民への基礎
調査を実施
委託料836千円

内部で指針策
定

合計（Ａ） 16,919 合計（Ｂ） 3,975

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -12,944

主な
理由

明石市スポーツ振興基金積立金およびスポーツ推進指針策定事業委託費の
減による

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

金額

320

委託料
(仮称)明石スポーツ推進の指針
策定事業委託 1,500

負担金補助及
び交付金

ビーチバレーボール大会運営補
助ほか 750

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

負担金補助及
び交付金

ビーチバレーボール大会運営補
助ほか 1,450 積立金

明石市スポーツ振興基金利子
50

積立金
明石市スポーツ振興基金

10,050 その他
職員旅費ほか

355

その他
職員旅費ほか

639

03当初予算 0 0

0.00

1.30

25,289

12,345

需用費
課運営にかかる消耗品、印刷製
本費ほか 280 需用費

50

内容

AEDバッテリー・パッド交換およ
び消耗品、印刷製本費ほか

12,295

内容 金額

報償費
明石市文化・スポーツ振興激励
金 3,000 報償費

明石市文化・スポーツ振興激励
金 2,500

区分（節）

事業のコスト
（単位：千円）

財源内訳

国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

0.90

0.00

01決算 0 0 7 26,731

02当初予算 0 0 50 25,239

令和２年度
人員配置（人）

正規

再任用

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
　市民が健康で明るく豊かな社会生活を営むために、スポーツを始めようとする方から競技者まで、市内で行われるスポーツ
活動を幅広く支援する。

事
業
内
容

成果指標
指標名 考え方・定義・式

活動名
活動内容

（○○するために、□□に対し、△△する）

活動実績 活動見込み

01年度 02年度 03年度

１　明石市文化・スポー
ツ振興激励金の支給

本市のスポーツ選手を支援するため、全国中学校体育大会や
全国高等学校総合体育大会等に出場する選手に対し、その
活躍を期待することから激励金を支給する。（Ｈ24年度から）

支給対象803名 支給対象100名
（見込）

支給対象800名
（見込）

２　全国的スポーツ大会
歓迎事業

2-3 スポーツの振興
実施方法

直営 補助・助成 その他

個別計画 スポーツ振興計画 委託 指定管理

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 教育費 連絡先

項 保健体育費 自治/法定 自治事務 開始年度 不明

目 保健体育総務費
根拠法令
・要綱等

スポーツ基本法　スポーツ基本計画事業 生涯スポーツ支援事業

施策分野
2 教育・文化分野

事務事業名
生涯スポーツ支援事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132302000-001

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室スポーツ振興課
連絡先 (078)918-5624

令和３年度 予算事業説明シート

任期付

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

その他

合計0.40

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

18,368

16,919

3,975

8,370

8,370

8,370

26,738 0.00

目標年次 単位 目標値

SDGs（１７の目標）　
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

○ ○ ○

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰



〇 〇

○

小学生駅伝大会
実行委員会と
ビーチスポーツ
フェスタ実行委員
会等を補助

小学生駅伝大会
実行委員会・ビー
チスポーツフェス
タともに中止

小学生駅伝大会
実行委員会と
ビーチスポーツ
フェスタ実行委員
会等を補助

４　イベントや大会開催
の支援

幅広い世代がスポーツをする機会提供の継続を図るため、実行委員
会等が開催する明石市家庭バレーボール大会、明石市小学生駅伝
大会、ビーチスポーツフェスタなどに対して補助金を交付する。

スポーツをする人のすそ野の拡大を図るため、明石市体育協会と連
携して各種競技大会及びスポーツ顕彰を実施する。また、大蔵海岸多
目的広場のにぎわいに資する事業を展開する。

②1事業実施 ②中止 ②1事業実施

３　東京2020開催関連
事業

東京2020大会の開催により、大会の盛り上がりから各競技に親しむ
機会を提供し、スポーツ人口の増加を図る。（令和2年度から令和3年
度に延期）

※新型コロナウイ
ルス感染拡大防
止のため中止

令和3年8月開催
予定

子どもたちに体を動かすことの楽しさを味わってもらうとともに、憧れや
夢を与えることによって運動を続ける意欲を向上させるため、専門性
を持った指導者からの調節指導が受けられる教室を開催する。

２　市民スポーツ推進事
業

①明石市総合体育大会等の開催
②大蔵海岸多目的広場活性化事業

①明石市体育協
会に委託

①明石市体育協
会に委託

①明石市体育協
会に委託

合計（Ａ） 8,906 合計（Ｂ） 8,473

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -433

主な
理由

ジュニアスポーツ推進事業委託料の減による

主催事業における傷害保険料
18

委託料
総合体育大会等開催委託、ジュ
ニアスポーツ推進事業委託ほか 7,655 委託料

総合体育大会等開催委託、ジュ
ニアスポーツ推進事業委託ほか 7,255

内容 金額

報償費
主催事業における看護師謝礼

80 報償費
主催事業における看護師謝礼

47令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

役務費
主催事業における傷害保険料

18 役務費

負担金補助及
び交付金

小学生駅伝大会実行委員会へ
の補助ほか 1,153

負担金補助及
び交付金

小学生駅伝大会実行委員会へ
の補助ほか 1,153

11 18,182 任期付 0.30 合計 1.4003当初予算 8,473 9,720 18,193 0 0

11 18,615 再任用 0.00 その他 0.0002当初予算 8,906 9,720 18,626 0 0

48 18,016 正規 1.10 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0001決算 8,344 9,720 18,064 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和２年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○ ○ ○

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥
SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

活動名
活動内容

（○○するために、□□に対し、△△する）

活動実績 活動見込み

01年度

成人の週1回以上のスポーツ実施率 令和3年度 ％ 50

スポーツを行っていない
割合

ほとんど運動やスポーツを行っていない成人の割合 令和3年度 ％ 30

02年度 03年度

１　ジュニアスポーツ推
進事業

①ヴィッセル神戸との連携事業「親子サッカー教室」等の開催
②プロ野球OB選手による「集まれ！野球っ子」の開催
③兵庫県自転車競技連盟との連携事業「ジュニア自転車競技教室」

①年4事業開催
②年1回開催
③年6回開催

①中止
②中止
③年6回開催

①年1事業開催
②年1回開催
③年6回開催

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
　市民が、自らの健康・体力の維持増進を図れるよう、スポーツをする機会等を提供し、競技力の向上にも結び付けていくよ
う生涯スポーツの推進を図る。特に子どもにはスポーツをする喜びを味わってもらうよう、体力向上・競技力向上に向けたイ
ベント等を開催する。
成果指標

指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

スポーツ実施率

直営 補助・助成 その他

個別計画 スポーツ振興計画 委託 指定管理

目 保健体育総務費
根拠法令
・要綱等

スポーツ基本法　スポーツ基本計画事業 生涯スポーツ推進事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-3 スポーツの振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 教育費 連絡先

項 保健体育費 自治/法定 自治事務 開始年度 不明

令和３年度 予算事業説明シート

事務事業名
生涯スポーツ推進事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132302000-002

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室スポーツ振興課
連絡先 (078)918-5624



37

○

○

２　委員の資質向上の
ための各種研修会への
参加促進

・東・北播磨地区スポーツ推進委員連絡協議会研修会
・兵庫県スポーツ推進委員中央研究協議会
・近畿スポーツ推進委員研究協議会
・全国スポーツ推進委員研究協議会

それぞれの研
修に参加

それぞれの研
修に参加

それぞれの研
修に参加

・より専門的で効果的な活動を行うため、委員会の中に４つの専門
チーム（シルバーチーム、ユニバーサルチーム、ファミリーチーム、PR
チーム）を設置し、全体会への提案事項を審議する。

・委員会の活動状況を広く市民の皆さんに知っていただき、地域での
スポーツ活動の推進につなげていけるよう、広報紙「ときめきスポーツ
ライフ」を発行する。

・市民の誰もが気軽に体を動かし、楽しめる機会を提供するため、
ニュースポーツ教室・大会や親子で運動遊び体験などを開催する。
（ときめきスポーツライフ推進事業委託）

・それぞれの委員や専門部会での活動状況を共有するため、明石市
スポーツ推進委員会全体会を開催する。

合計（Ａ） 3,596 合計（Ｂ） 3,196

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -400

主な
理由

明石市スポーツ推進委員の委嘱に伴う活動服支給費の減による（任期2年）

明石市スポーツ推進委員旅費
282

需用費
広報紙印刷用紙ほか

640 需用費
広報紙印刷用紙ほか

240

負担金補助及
び交付金

東播磨・北播磨地区スポーツ推
進委員連絡協議会分担金ほか 76

負担金補助及
び交付金

東播磨・北播磨地区スポーツ推
進委員連絡協議会分担金ほか 76

委託料
ときめきスポーツライフ推進事業
委託 300 委託料

ときめきスポーツライフ推進事業
委託 300

内容 金額

報酬
明石市スポーツ推進委員報酬

2,228 報酬
明石市スポーツ推進委員報酬

2,228令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

旅費
明石市スポーツ推進委員旅費

282 旅費

役務費
委員が加入するスポーツ安全保
険料ほか 70 役務費

委員が加入するスポーツ安全保
険料ほか 70

0 12,106 任期付 0.30 合計 1.3003当初予算 3,196 8,910 12,106 0 0

0 12,506 再任用 0.00 その他 0.0002当初予算 3,596 8,910 12,506 0 0

0 11,907 正規 1.00 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0001決算 2,997 8,910 11,907 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和２年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○ ○ ○

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥
SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

活動名
活動内容

（○○するために、□□に対し、△△する）

活動実績 活動見込み

01年度

スポーツ推進委員会としての1年間の活動回数 令和3年度 回 80

02年度 03年度

１　スポーツ推進委員会
との協働

・委嘱人数　Ｈ２８・２９年度：２９名   H３０・３１年度：２９名
　　　　　　　  Ｒ２・３年度：２９名　　　（任期２年）
・報酬　月額６，４００円

委員会活動回
数94回

委員会活動回
数80回（見込
み）

委員会活動回
数80回（見込
み）

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
　スポーツ基本法第32条に基づき設置されたスポーツ推進委員が、各地域のニーズに応じたスポーツ活動を行うことによりコ
ミュニティづくりに貢献することを目的として、スポーツの実技指導をはじめ、スポーツに関する指導及び助言、さらに地域と行
政とのコーディネータ－としての活動ができるように支援する。
成果指標

指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

年間活動回数

直営 補助・助成 その他

個別計画 スポーツ振興計画 委託 指定管理

目 保健体育総務費
根拠法令
・要綱等

スポーツ基本法　スポーツ基本計画事業 スポーツ推進委員活動事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-3 スポーツの振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 教育費 連絡先

項 保健体育費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

令和３年度 予算事業説明シート

事務事業名
スポーツ推進委員活動事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132302000-003

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室スポーツ振興課
連絡先 (078)918-5624
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